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道の駅設置者民間拡大事業（国家戦略特別区域法第26条に規定する政令等規制事業）

事業イメージ

 良質なサービスとこれによる地域の活性化を一層推進するため、本市と民間事業者との
協定の締結を前提に、「道の駅」の設置者を民間事業者へ拡大する。

民間事業者と現在、同じ指定管理者
が受託・運営 民間拡大 • 長期的視点に立った「構想」

• サービス提供や施設再整備の「計画」
• 老朽化が進む「施設のリニューアル」
• 構想を最大化する「管理・運営」

を事業者が担えるようになる

期待される効果

• 「サイクリストの聖地」化に寄与する
大規模投資(休憩機能や簡易宿所など)

• 修学旅行生や外国人観光客をターゲット
にした営業展開

• サイクリング施設や村上海賊(日本遺産)
関係施設の充実

市が期待するリニューアル事業

国内初

民間のノウハウ・資金を最大限活用した
事業の立案・実施が可能に！
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広域的に獣医師系養成大学の
存在しない
「四国」に大学獣医学部を！

昭和４１年以来 ５２年ぶり 平成３０年４月開設に向けて .

獣医師の養成に係る大学設置事業（国家戦略特別区域法第26条に規定する政令等規制事業）

新設獣医学部のコンセプト

事業効果

 動物、ライフサイエンス(創薬）など関連産業の集積
 感染症対策など危機管理の学術支援拠点形成
 食の安全、品質保証による畜水産業の振興
 地域獣医療レベルの向上

（卒後研修、２次診療拠点形成）
 国際的な獣医学会などを開催

 昭和50年より「学園都市構想」を掲げ16.8ｈａの高等教育施設
用地を確保済み

 「世界に冠たる先端ライフサイエンス研究」を行う国際教育拠点
家畜・食料等を通じた感染症に関する「危機管理（水際対策）
人材」の育成拠点

獣医学部誘致場所
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